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地球上の最高所であるヒマラヤにおける登山は、

岳人の誰もが憧れるところであり、素晴らしい世

界であることはいうまでもありません。 しか しな

がらヒマラヤ登山は高所という自然的条件がもた

らす様々な技術的困難さと渉外をはじめとする複

雑な準備があいまって、実現させることは容易で

はありません。

HAJは 、一人でも多くの意欲ある登山者にヒ

マラヤ遠征の機会をと、1977年 以来、 4度 にわた

り延べ90名 近い会員をヒマラヤ登山学校隊として

派遣してきました。このヒマラヤ登山学校は、確

かな技術と経験を有する指導者 (イ ンス トラクタ

ー)の統括のもとに、安全かつ確実を第 1に でき

るだけ多 くの隊員が頂上に立つことを目標として

実施するものです。

国内における企画・ 研究・ 準備実務からはじま

り、登山現場での高所登山技術の習得、帰国後の

総括・ 報告までの遠征のすべての過程に隊員が参

画して行なうことをモットーにしております。

81年 は、日本のヒマラヤ登山が初まって45周 年

にあたります。HAJ登 山学校はその発祥 の地、

ナンダ・ コットで行な う予定です。

ナ ンダ・ コットはイ ンナー・ ライ ンにあ り、未

解禁の ピークですが、 HAJの 特別な活動 により

実現する見通 しであ ります。渉外上、メ ンバーを

早 く確定 させ る必要が ありますので、できるだけ

早 く申しこんで下さい。

目的 ①ナンダ・ コット(6,861π )の登頂。

② ヒマラヤ登山の基礎習得

時期 1981年 9月 14日 (日 )～ 10月 12日 (日 )

29日 間 (登 山期間 15日 間)

負担金 69万 円 (航空運賃、他の変動によリスラ

イ ド)

定員 隊員20名 (申込順)イ ンストラクター 4名

申込み 1980年 8月 31日 まで下記あて申込むこと

(詳 しい資料を送ります。)

0160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀

橋食糧 ビル新館506 日本ヒマラヤ協会

園鑑ヨ K21, ブロ~ド ピ~ク

チ ョゴリザ北稜 (6.3502)よ り

荘司 昭夫

E7=A No,loa
1. 尾形 好雄

4.ヒマラヤニュース

10.

地域・

セミナー・ トレツキング

刊・ トピックス

内

ブータン王国 トレッキング事情

ネパール登山協会 ―登山規則―

森田 千里

15.集 会 報告

16.カ ンチ通信 No l NQ 2

18. 匡 団
遠 征 学 入 門⑫
ヒ マ ラ ヤ 閑 話④
V・ エルウィン小伝③

:=L¬ レ′目′」`
水野
藤井

澄
勉

毅

χ 事務局 日誌

ヒ マ ラ ヤ 赦:談
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連載 《14》

ヒマラヤ放談
8,000メ ー トル峰登山が日常茶飯時化 し、アル

パインスタイルが叫ばれる昨今、その実践の基礎

となるトレーニングはいかにあるべきか ? 今月

は「雪と岩の会」の尾形好雄氏から日常 トレーニ

ングの 3法論などを伺つてみた。玄米食と呼吸法

そして 1日 3回の トレーニング等々、怠け者にと

つては耳の痛い部分もなくはない。今年のHAJ
登山学校のインストラクターでもある彼の話、耳

を傾ける価値はたしかにありそうだ。 尾形 好雄

クロカンと呼吸法

―
最近サイボーグ尾形とかい う渾名がついた

そ うですが。(笑 )

尾形 いやいや、とんでもない。(笑 )

一
で、今 日は高所登山のためのそのサイボー

グ化の方法論など聞かせて もらいたいと思 うわけ

です。まあ、 トレーニングといえば、マラソンと

かいろいろあるわけですが、特に高所を意識 した

場合は、どうい うことを心がけ るべ きなんで しょ

うか ?

尾形 やはり心肺機能の強化が第一で しょうね。

強靭な循環機能 と最大酸素摂取量が多 くなるよう

な呼吸器系を作ることですね。で、そのために何

をやればよいか ということになると、基本的には

まずマラソンで しょうね。ただ し平地走行 だけと

い うのじゃな しに、坂道 とか階段を多 く取 り入れ

て下肢を鍛えるようにするべ きで しょう。 クロス

カ ン トリーなんかいいですね。

―
ソ連の登山のカ リキュラムには必ずクロカ

ンが入 って るらしいですね。

尾形 そ う、やっばり下肢を鍛えておかない と

息切れが早 くくるし……。

一
特に呼吸器系だけを徹底的に鍛えるために

は、特別な呼吸の訓練法があると聞いていますが。

尾形 ええ、胸式呼吸だけでは酸素摂取量が足

りない とい う原 さんの理論があ りますね。人間も

昔四ツ足で歩いていた頃は腹式呼吸だ ったそ うな

んだけど、二本足になってか ら横隔膜の上だけで

呼吸するようになって しまった。

― 合唱をす る人たちというのは、発声の時必

ず腹式呼吸をす るんですね。

尾形  ヨガとか禅の呼吸法にも必ず腹式呼吸が

入 ってる。禅の大周転呼吸法 とか小周転呼吸法と

かにも深い呼吸が入って る。

―
その大周転何 とか って、どうやるんですか ?

尾形 吸 った息を頭のて っぺんまで持 ってきて

背中を通って足の先までい って、ひとまわ りして

またはき出すのが大周転呼吸です。小周転呼吸は

足までいかな くて、腰か ら上だけで循環させ る呼

吸法です。まあ、そこまでいかな くても、空手 と

か合気道でや る完全呼吸とい うのは、まず静かに

息を吐き出すんです。そうすると横隔膜が下 って

肺胞が拡が る。拡がった時点で下肺か ら中肺、上

肺 と下から順番にず一っと吸い込んできて、全部

満たされるまで吸い込む。満たされた ら一度止め

て まず フッと二割 ぐらい吐き出す。肩の息を クッ

と出すわけです。その次にヘ ソの緒あた りまで ス

ー ッと序 々に吐 き出す。で、最後はもう絞り出す

よ うに全部吐 き出すんです。これを寝 る前10分 と

かい うふうに決めて、 1日 1回必ずやるようにす

るといいん じゃないかな。
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1日 3回の トレ…ニング

ー
そうい う意識的な高所 のための訓練をもう

長い ことや ってるんですか ?

尾形 いや、 ここ 1年 くらいです。 というのは

78年 にヒマルチュ リヘ行 った時の 7,500π での

登りの苦 しみ、 20歩行 っては呼吸を整えるとい

うような、あれを酸素な しでその まま 8,000ま で

上げた らどうなるか ということを考えてみたんで

す。 これはもっともっとシ ビアになるわけ。それ

で、 8,000を めざすんな ら現状維持 じゃダメだ と

思って始めたんです。

一
ヒマルチ ュ リの前はや ってなか ったんです

か ?

尾形  まあ、普通の トレーニ ング、平地走行を

40分 ぐらいとか、あと階段 とかいった程度で し

たね。

一 今はどの ぐらいや ってるんですか ?

尾形 まず朝 1時間、それか ら昼 30分。

一
昼 とい うのは昼休み にやるんですか ? す

ごいですねえ。昼飯はいつ食べるんですか ?

尾形 昼飯は玄米のおにぎり2個 しか食べない

です。で、あと夜は日によって違います。 45分

のときもあ るし 2時間の ときもある。夜の トレー

ニ ングは 1日 の トータルのなかで調整する。今 日

はエネルギーを消費 しすぎてると思 った ら少 しに

するし、そうじゃない時 はた くさんやる。

一 内容的にはどんなことをやるんですか ?

尾形 朝は 61個 ぐらい走る。それから近 くの神

社の階段へ行 く。 74段 だったかな、これの登 り

降りを 20回 。登 りは 2段 とば しでダーッと登っ

て、下 りは軽 く流す。つ まリイ ンターバルです。

あと懸垂、腕立てをやって最後に柔軟でちょうど

1時間 ぐらい。

昼は鉄棒懸垂を 10回や って、上体起 しの腹筋

を 50回 やって、上体そらしの背筋を 50回、す

もうのシコを 100回 。スクワッ トよりもシコのほ

うがいいような気が してね。それか ら指たて伏せ

を 50回、縄飛び 1,000回 、二重飛び100回、最

後はやは り柔軟で、ちょうど会社の始業のチャイ

ムがなる。

夜は走るだけです。普通 は 10～ 1 2kmぐ らい

走ってあとは柔軟。

―
なるほど噂どうりのサイボーグ化ですね。

尾形 僕は身体が重いもんだから、上腕 も鍛え

ないといけない。で、鉄棒懸垂、・指たて は欠かさ

ないことにしている。メスナーは上腕の筋肉はむ

しろ落 としたほ うがいいと言 ってますが、ある程

度の腕力、握力がないと自重がささえ られないん

じゃないか という気が して……。

一
メスナーはもっぱらふ くらはぎとか下肢を

鍛えてるんですね。

尾形 ええ、遠征の前は岩登りもや らないとい

う。確かにそのほうが賢いのかもしれない。酸素

消費量の多い余分な筋肉は落 としたほうがいいの

で しょうけど、氷壁を登った りすることを考える

と、僕としてはやはリ トータルして鍛え たいです

ね。

まず己れを知れ

―
さっき言われた朝、昼 、晩の 3回を完全に

やるのは、月に何 日ぐらいですか?

尾形  12～ 15日 、最高 にやった月で 15日

です。ただ、朝やれなかった 日は昼やる とか して

悪 くても 1日 1回 は必ずやるように しています。

要はた とえ 1時間で も30分でもいいか ら、 1日

も休 まずにやるということが 大切でしょう。

あ と、 日常の トレーニ ングで大切なのは 日誌を

つけることです。まず朝起 きた時、心拍数をはか

って、それを毎 日記録 して い く。最初 メスナーの

起床時の心拍数が 40ぐ らい と聞いた時、これは

驚異だ と思 ったんだけど、我 々でもず一 っと走 り

込んで くると、 40代 ぐらいに下って くる。僕の

場合、今 48だ けど。それか ら日誌の効果 という

のはもうひとつあって、自分を しばりつ けること

ができる。

―
そ うですね。 トレーニ ングとい うのは、や

って るように思 っていても、振 り返 ってみて、月

に何回やったか数えてみると、自分が思 ってるほ

どにはや ってないんですね。その意味で 日誌をつ

けることによって「 もっとや らなきゃ」 という意

識が生まれて くる。

尾形 そうそう、集会 とか、 日山協 とかいろん

なことでつぶれる。今 日もまたこんなことや って
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るから、これでで きな くなる (笑)。

一
恐縮の致 りで……。(笑 )。

尾形 あとは、やは り山へ行 くことが最高の ト

レーニ ングでしょう。それもただ普通に山へ行 く

ん じゃな くて、 ヒマ ラヤを意識 した山行をするこ

とです。たとえば南 アルプスの鹿塩の部落を ヒマ

ラヤの BCと 考えて、北岳を 目標の ピークとして

設定す る。途中のキ ャンプを熊の平 とする。そ し

てまず初 日は塩見岳を越えて熊の平 まで 1回 も休

まないで行 く。 ここで 1泊 して、翌 日はまた三峰

岳、間の岳を越えて北岳までノ ンス トップで行 っ

て広河原 まで行 く。これを何時間で こなせるか と

いうことをや るわけです。この前は熊の平か ら北

岳まで 3時間だった。

一
つま り、山で マラソンをやるわけですね。

尾形  まあ、そ うい う感 じです。ただ し運動靴

をはいて軽身で走 っていたのでは意味がないので、

登山靴をはいてザ ックは 23k9と い うことで設定

してるんだけど……。

一
ホン トに徹底 してるんですね。だんだん恐

ろしくなってきたなあ。(笑)。

尾形 いや、で も広島や岡山の人たちなんかも

っとや ってますよ。僕 もヒマルチュ リから帰 って

きて、文部省の研修会で西の人たちと接 した時に

ガー ンときたんです `)1日 4時間や ってると聞い

たもんだか ら……。こりゃ、うかうか して られな

いと思 った。

―
じゃ僕 も含めて このイ ンタビューの読者の

多 くは、今 ここでガー ンとこなきゃいけないわけ

だ。(笑 )。

尾形  おまえ、サイボーグ化 して何がお もしろ

いんだ!?・ ……なんて言われたりす るけどね。(笑 )。

一
ぜんぜん トレーニ ングしないで ヒマラヤヘ

行 って結構すごい とこ登っちゃう人もいますけど、

ああい うの見てると「 あんまりやらな くて も登れ

るん じゃないかな」 なんて思ったりすることもあ

りますよね。特に くたびれてる時なんか、す ぐ都

合のいいように考え ちゃう。

尾形  うん、あのアメ リカの K2に登 った リッ

ク・ リジウェイが言 ってますね。 ビール飲んで、

タバ コ吸 って、マ リファナ吸って、ぜんぜん トレ

ーニ ングしないで、それだって俺は無酸素で K2

に登れたんだってね。確かにそ ういう人も中には

いる。天分 として優秀な心肺機能 を持 ってるん じ

ゃないかなあ。僕 はそういうものを持 ってないか

ら、やっぱり自分の能力を知らな きゃいけないと

思 ってる。

― 敵を知る前にまず己を知れ、とい うことで

すね。

問題は内臓の障害

― 平均的な社会環境に生きて いるために毎年

のように ヒマラヤに行 くことがで きない 日本の ヒ

マラヤニス トが、徹底 した トレー ニ ングを積むこ

とによって、メスナーのようなパ ーフェク トなア

ルパ イ ンスタイル による 8,000π峰登山が可能に

なるか どうか……その辺、 どうお考えですか ?

尾形  う―ん、 3年に 1回 ぐらい しか高所に行

けないような場合だと、や っぱ りち ょっときつい

ん じゃないですか。筋機能とか心肺機能 とか、そ

うい うのは トレーニ ングによって 高所向きに強化

で きると思いますけど、最も心配 なのは酸素摂取

量の多い臓器の中で特に腎臓 とか肝臓とか、そう

いうものが低酸素情況の中でどうなるか。ちゃん

とした解毒作用をするかどうか……その辺が問題

ですね。こういうのは国内では強化の しようがな

いで しょう。メスナーのように年 が ら年 じゅう高

所へ行 ってれば、 こうい う内臓の順化まで進んで

るんで しょうけどね。

~つ
まり登るスピー ドとかい う問題 じゃなく・

て、 8,000π での生活に非常な危 険があるとい う

ことですね。

尾形  ええ、だか ら 8,000ち ょぼち ょぼの山だ

った ら、これ は 8,000に 触ってす ぐ降 りち ゃうわ

けだか ら、これ な ら3年 に 1回 ぐ らい遠征やって

普段 ま じめに トレーニ ングしていれば、可能 じゃ

ないかと思 う。ただ、カンチとか K′ とかエヴェ

レス トは、これはもうぜんぜん違 うものになって

くるんで、 これをアルパインで となると、やはり

メスナーのよ うに毎年 8,000を 越 えてないと厳 し

いで しょうね。

― やはり極地ですね。どうもいろいろとあ り

が とうござい ま した。

(イ ンタビュー構成 角田不二 )
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■■■■  HIMALAYA NEWS

《インド》

レー⇔マナ リ道路一部クローズ

ラダ ックの中心都市 レーか らマナ リに抜ける道

路は、最近、インナー・ ライ ンの変更によ り、ウ

プシとバ ララチャ 0ラ の間が外国人立入禁止とな

った。

これにより、この区間は、ザ ンスカール寄 りの山

道を歩 くことになり、 シンゴ・ ラを経由するまわ

り道となる。理由は不明である。

本年度のインド・ ヒマラヤ登山隊

(日 本隊)は 20隊

「 ヒマラヤ」99号 に80年 イン ド・ ヒマ ラヤ登山

隊一覧を載せたが、更に次の 日本隊が追加により、

これで、本年の 日本隊数は20隊 になった。

。日本 山岳会学生部 (塚原道夫隊長 ら 9名 )

ブ リグパ ン ト (6,777π ) ポス ト

。東洋大学  カルチャクンR(6,617π)18名 、8～ 9月

0東京薬科大 バルナジ(6,290m)久保田隊長

ら10名  6～ 8月

なお、テ リー・ サガールの許可を取 っていた不二

越 山岳会は計画を中止、飛騨山岳会は秋に時期を

変更 した。

インドのトレッキングとパーミッション

イ ン ドの場合、 トレッキ ングには特別地域 (シ

ッキム、その他外国人制限区域)を除いて特に'パ

Lミ ッションは必要としない。普通 ツー リス ト・

ビザ (3ケ 月有効)、 或いは短期間であ るな らば

ノー ビザ (空港で30日 間を くれる)で も良い。

ノー ビザで入 った場合は、 ビザの延長が 不可能な

のでで きることな らツー リス ト・ ビザを取得する

方がよい。 くわ しいことはイ ンド大使館、あるい

はイ ン ド政府観光局へ問合わせ られたい。

※イ ン ド政府観光局

《ネパール》

｀
真のニーズ

″
を捉えての協力

ネパール教育協会

ボランティア協力・ 相手住民のこや しになる 。

真のニーズを捉えた協力を柱としてネパールに協

力 しよ うとい う民間組織が79年 4月 に発足 した。

会の名は「ネパール教育協力会」といい、京都の

日吉ケ丘高校教諭、石田進 さんが世話人となって

活動 している。

ネパール農村部で18年 の永きにわたって医療活

動を続けている岩村昇博士の活動は誰知 らぬ人も

いないほどであるが、国会は、岩村博士の願いで

ある農村部の人々の生活向上のために「地の塩」

として働 らく人材の養成を 目的として発足 したも

のである。

会の具体的事業としては、①来 日ネパール人留

学生の支援、② ミニ会報の発行、③留学生 との懇

談などを行なっている。

会費は別に定めず、寄附 とい うことで金額は会員

の 自由に任せている。

石田先生は、京都 ヒマ ラヤ会議の折に、本会評

議員の矢沢 さんの紹介で 見え られ、稲田専務理事

・ 山森事務局長 らと懇談 されている。

登山関係者 と今後密接な コンタク トを保 っていき

たいとい うことであり、本会としてもで きる限り

協力 してい きたいものである。

ネパール政府 0人事異動

さる 1日 に政府内で若千の人事異動があ り、観

光省関係では以下のとおりである。

。プ ラダハ ン次官→大蔵省筆頭事務次官ヘ

Oラ ジバ ンダリー氏 (首相秘書)→観光省次官

なお、注 目の レファレンダム (国民投票)は この

春に行われる予定である。
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■■■l H!MALAYA NEWS

①ベントゥーラ・絵/チ ェゼラーニ 。文/吉田悟

郎・訳,「マルコ・ ポーロの昌険」,評論社、

19∞。        1,300円 ,(絵本一小

学中級以上)。

②藤井知昭,「民族音楽の旅一 音楽人類学の視

点から一 」,講談社,198002,223P,390円

(講談社現代新書 568)。

③井本英一,「古代の日本とイラン」,学生社 ,

1980・
｀2, 242P, 1,600円 。

④陳舜臣,「景徳鎮からの贈り物」,新潮社,

1980・ 2, 272P, 950円 。

⑤加藤九作,「 シベ リア記」,潮 出版社 ,

198003, 206P, 980円 。

⑥内田良平,「 ヒマラヤー ネパールの雪と岩と

光 ― 」,朝 日ソノラマ,1980・ 2,157P,
1,500円 。

⑦ハンス・ ゲオルグ・ベール著/金義誠也・ 訳 ,

「商業帝国― 原始イスラムの謎 ― 」,佑学社 ,

1980・ 3, 247P, 1,500円 。

③Ⅳ一ホッラー・ ホメイニ著/清水学・訳/岩水

博 。解説,「ホメイニ 。わが闘争宣言」, ダイヤ

モンド社, 1980・ 2, 201P, 1,200円 。

③立川武蔵他著,「 ヒンドゥーの神々」,せ りか

書房,1980・ 3,図版 136P+本 文 245P,

3,500円 。

⑩ リチャー ド・ F・ バー トン著/人場 IE史 。訳 ,

「千夜一夜の世界」,桃源社,1980・ 3, 268P

+6P,1,500円 。

①ホメイニ著/共同通信社・訳,「 ホメイニ 。わ

が輸 ―
イスラム政治への道一 」,共同通信

社,198003, 214P, 680円 。

⑫浅井得一,「 ビルマ戦線風土記」,玉 川大学出

版局,198003, 200P, 950円 ,(玉川選書

118)。

⑩深井晋司・ 高橋敏,「 ペルシアの古陶器」,淡

交社,198003,   (A4判 変型),

15,000円 。

⑭呉承恩・著/小野忍・訳,「西遊記 (三)」 ,

岩波書店,1980・ 2, 318P, 400円 ,(岩波

文庫・ 赤20-3,全 十冊のうち三)。

⑮丹生谷章,「 トルコ
ー

バスの旅
―

」,二宮

書店,19800 , 256P(B6), 950円
⑩T∝ci.G.,「 西蔵絵巻集成」,臨 川書店 ,

1980・ 4,本巻 (英 文)二冊,総 826P,図版 (

カラースライ ド256枚),本 巻 30,000円 。

図版 60,000円 ,(1949年 初版の縮刷版)。

①清水公照 。平山郁夫他著/松本栄一 。写真,「

豪華写真集 。印度」,毎 日コミニュケーションズ
,

1980,全 二巻 (各巻 208P),A4,
57,000円 。

⑬金岡秀友・ 井本英一・ 杉山二郎,「 シルクロー

ドと仏教」,大法輪閣,1980・ 3, 268P,

1,500円 。

⑩ E・ プリチャー ド監修/梅樺忠夫・監訳,中根

千枝・ 井狩弥介/訳,「世界の民族 ― インド亜

大陸 ― 」,平凡社,1980・ 2, 153P,2,000

円,(世 界の民族第12巻 )。

⑩吉尾弘,「垂直に挑む」,中 央公論社 ,

1980・ 3, 258P, 320円 ,(中公文庫M  )。

④川崎精雄,「雪山・ 藪山」,中 央公論社 ,

1980・ 2, 326P, 380円 ,(中 公文庫Ml16)。

②平山美智子,「私たちのシルクロー ド」,中央

公論社,1980・ 3, 353P, 420円 。 (中公文

庫M l19)。

④飯山達雄/写真・ 文,「河北から雲南へ」,国

::刊 行会,19800 ,A4版 ,   ,4,000円 ,

(遥 かなる中国 。大陸写真集 。第二巻)。

②伊藤義教,「ペルシア文化渡来考
―

シルクロ

ー ドから飛鳥ヘ
ー 」,岩波書店,1980・ 3,

196P, 1,700円 。

④G・ H・ ジャンセン著/最 首公司・ 訳,「挑戦

するイスラム
ー

なぜ彼 らは西欧世界と闘うのか

_」 ,ダ イヤモンド社,1980・ 3, 250P,

1,400円 。

④甘粛省博物館・編,「 甘粛彩陶」,  ,文 物

人版,19790 ,   , 6,000円 。

②常書鴻,「敦建の芸術」,同朋舎,1980・

220P,2,800円 。
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■■■l H:MALAYA NEWS

東京定例会スター ト

第 :回-4月 24日 困

永 く中断しておりました例会を 4月 から開設い

たします。毎月肩のこらない催しを持ち、楽しい

クラブ・ ライフの一環として運営したいと思いま

す。気軽においで ください。

期日 4月 24日 (木)午後 6時 30分～ 8時30分

場所 HAJル ーム (東京都新宿区高田馬場 3-
23-1 

今月のテーマ

「シッキム・ ヒマラヤを語る その 1」

HAJ第 2回 トレッキングセミナーは

シッキムです。めずらしいスライ ドをま

じえて、美しいシッキム・ ヒマラヤを語

り合いたいと思います。

会費  コーヒー代等 200円

※準備の都合がありますので回してからおいで

ください。

ビスタリ・クラブ例会 (第 9回 )

8月 23日 から27日 までの 4泊 5日 で、第 9回 の

ビスタ リ・ クラブの例会を八ケ岳縦走 (小 淵沢駅

―編笠山一権現岳―赤岳―美濃戸一茅野験)で開

催の予定。参加希望者は下記 まで連絡下 さい。

会 費 変更 につ いて の お願 い
HAJの 事業は現在飛躍的に増大 しており、

名実ともに我国におけ・るヒマラヤ 0セ ンターを

めざして懸命の努力がなされています。

昨年秋か らの常勤職員の設置、ルームの開設

各地での 日本 ヒマラヤ会議開催、国際交流によ

る研究会開催、 レファレンスサー ビス開始。更

に本年度よ り年報の配布等 々、最大限の会員サ

ー ビスが展開 されています。

これ らの各種事業を実施するためには多額の

経費を必要 としますが、とうてい会費収入だけ

では不 可能であり、様 々な手当を しなが ら維持

しております。 しか しなが ら、社団法人発足を

間近に控え、更に会員サー ビスの抜本的向上を

なすためには、会財政の基本となる会費収入の

確立が最 も重要になってきております。この件

については去る12月 の常務理事会において真剣

に検討され、最低限の措置として、現行会費を

55年度から2,000円 アップし、 6,000円 にせざ

るを得ないとの意見が提出されました。

ちなみにHAJの 全財政規模は現行会費4,000

円になった昭和50年度に比較して約 5倍 に拡大

しております。

つきましては、今後とも更に一層の会員サー

ビスの向上と会財政の強化安定に全力をつくし

ますので、すばらしいHAJを 建設するために

会費変更について、会員各位の御理解をお願い

する次第です。

なお、正式には55年 4月 の総会において提案

し、御承認をお願いする運びとなります。
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○昭和54年度新入会員名簿③. (54。 10。 1～ 12.31)

会員番号 氏   名 入会年月 日

1339 太田 正弘 54.10.1

1340 村上 満尋 54. 10. 1

1341 板橋 元一 54. 10. 3

1342

1343

酒田 総嗣 54. 10. 4

水 島 鋭秀 54. 10. 5

1344 榊原 幸子 54. 10. 8

1345 西沢 信男 54. 10. 9

1346 太田 陽三 54. 10. 12

1347 常陸 民生 54. 10. 23

1348 水野 正雄 54. 10. 25

1349 54. 10. 26

1350 尾形 好雄 54. 10. 28

1351 稲垣 公平 54. 10. 30

1352 戸部 玲子 54. 10. 30

1353 日高 照雄 54. 10. 18

1354 藤倉 和美 54. 11. 22

1355 木村 陽子 54. 11. 22

1356 鴨田 行雄 54. 11. 22

1357 師田 信人 54. 11. 22

1358 粂川  章 54. 12. 7

1359 若林 岩雄 54. 12. 8

1360 浅野さつき 54. 12. 9

1361 阿部 忠正 54. 12. 12

1362 三河 常郎 54。  12. 15

1363 前島 孝夫 54. 12. 17

1364 薗田 芳子 54. 12. 18

1365 菅野 一寛 54. 12. 22

1366 大山  敦 54. 12. 22

1367 藤原 邦俊 54. 12. 22

1368 宮 田 史郎 54. 12. 24

1369 工藤 光隆 54. 12. 25

1370 熊谷  洋 54. 12. 25

1371 西嶋錬太郎 54. 12. 25

1372 松島 祐一

1373 堀内 章雄 54. 12. 27

1374 森  辰男 54. 12. 28

1375 伊藤 文雄 54. 12. 30

1376 西出 悦子 54. 12。  30
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ヒマラヤの真珠"

豊なる生命の宝庫

シツキム
ー|ヒ マラヤを

―
訪ねる

HAJ野 外活動研修事業 トレッキングセミナー (第 2回 )

昭和55年 10月 19日 ～11月 9日 (22日 間)

す ぐれた リーダー, イ ンス トラクターの指導の

もとに、歴史・ 文化・ 自然 0人 々の生活を深 く訪

ね歩 く旅、常に知 られ ざる地域を もとめて 1人 1

人の隊員が自らのテーマを持 って築 くゆたかな旅、

それが トレッキ ングセ ミナーです。

いつも未知とロマンを描いてヒマラヤを歩き登

ってきたHAJで こそできる企画であると確信 し

ています。今回は、外国人が通常入れないシッキ

ム・ ヒマラヤに特別ルー トでもって道を開きまし

た。ふるって御参加ください。

◇ 時期 昭和55年 10月 19日 (日 )～ 11月 9日 (日 )

22日 間

く0)地域 首都ガントックから東部シッキム・ヒマ

ラヤ, サンダクプー, ファルー ト, ダー

ジリン周辺およびカリンポン

◇ 隊員 17名  インス トラクター 1名

◇ 隊名 隊員でふさわしい名を付けてください。

く0)経費 39万 円前後 (一 部未確定。但し、航空運

賃,為替レー ト等の変動によリスライ ド

する。)

く0'参加申込  昭和55年 6月 20日 締切 (定 員に

なり次第) ※シッキムは現在厳しい入

域制限をしており、事務局として特別の

渉外手続を要 しますので早期 にメンバ_

を確定する必要があります。至急申し込

んでください。

◇ セ ミナーの内容

1.日 本を出るまで

事前研修 (富 士山・ 他 )、 チームづ くり、実

務準備 (分担)。

2.ガ ン トックで。 チベッ ト学研究 所,政府工

芸研究所,シ ッキム旧王宮,他の見学,関係者

との懇談。

3.ト レッキ ングで

① シッキム・ ヒマラヤ  レプチ ャ人集落・ シ

ッキム仏教寺院, 1日 蹟,森林,氷河等でのフィ

ール ドワーク。カ ンチ ェンジュンガを頭上に、

タル ン氷河を見下 ろす Gocha La(4,940π )

までの トレッキ ング  (ト ータル11日 間)

② カンチェンジュンガ, ジャヌー, 工ベ レス ト,

マカルー等の展望をは しいままにす るネパール

との国境 サ ンダクプー, ファルー トヘの トレ

ッキ ング (3日 間)。

4.ダ ー ジリン, カ リンポ ンで

国立 ヒマラヤ登山学校・ 博物館視察 と学校関

係者 (テ ンジン・ 他)と の懇談、チベ ッタンレ

スキ ューセンター ●植物園・ タイガー ヒル ●テ

ィープ ランテーシ ョン・ 他の見学、グラハムス

クール訪間 (カ リンポン)。

5.カ ルカッタで
~イ ン ド国立博物館・ 他市内

見学。

6 テン ト (山 小屋)に着いて、灯を囲みながら

1日 をふ りかえっての語 らいと整理。
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7.自 らの創意で 1人 1人の ヒマラヤ。

8.日 本に帰 ってか ら― 整理・ 検討・ 本づ くり

写真整理・ 報告会など、そ して更に次の夢多い

プ ランの醗酵 と永いつきあいを。

◇日程

期 日 摘 要

20月

21火

22水

10.19日

111土
2日

3月

4火

5水

6木

7金

8土

9日

東京 12■ 5(A1301便 、ジャン

ボ)一 カルカ ッタ着 20.30エ ア

ポー ト●ホテル泊 (カ ルカ ッタ)

カルカッタ 13ЮO(I C 221便 )

一
バ グ ドグラ着 1355-ガ ン

トックまでティスタ河沿いに4.5

Hド ライブ (シ ンタム経 由)ガ
ン トック泊

ガントック
ー

ペマヤ ンシェ (車)

集落・ 寺院等訪間。ツー リス トロ

ッジ泊
ペマヤンッェか ら トレッキ ング開

始

ヨクサム (1,780π)～ バキム(3,

005π )～ ゾングリ(4,030π )～ オ

ングラクタン(4,265π )～ 東 ラ ト

ン氷河～ゴチャ・ ラ(4,940π )

帰路は一部異 った道をペマヤ ンッ

ェヘ。ロッジ及びテ ント泊。

一 カ リンポン。 グラハ ムスクー

ル他訪問。

―
―ダージ リン。HMI、 他市内

見学・ 交流。

一 ―サ ンダクプー (3,680π)頂上

のロッジ泊、カ ンチ、工ベ レス ト

ジャヌー大観。

―
ファルー ト。ネパールとの国

境を歩 く。

一
ダージ リン。 自由研修

ダージリンー車―バ グ ドグラ(14.

251C222便 )一 カルカッタ15

20着 (ェ ァポー ト●ホテル泊)

国立博物館見学 カルカ ッタ1345

(T G 312便 )一 バ ンコック17
30着  市内見学
バ ンコック050(A1308便 )

東京 1030 解 散

神 々が広 々と した大地を太陽の下に延べ拡げる以

前に、 まず試みに創造 した土地……」―
フォス

コ ●マライーニ「 ヒマラヤの真珠」より。

シッキ ム・ ヒマ ラヤは、カ ンチェンジ ュンガ(8,

598れ )を盟主 として、ネパール ●チベ ッ ト●ブ

ー タンに接 し、 ティスタ河の流域 に属する。ベ ン

ガル湾に最 も近 く、モンスー ンの影響を最 も激 し

く受け、東西数十hlの 間で 8.000π という地上最

大の落差を有 する地形 と相 まって、複雑多彩な 自

然を有 し、 自然科学上の宝庫 といわれて いる。

このような狭い地域に凝縮されたゆたかな生命

は地上の他の地域で見ることはで きない。

やわ らかな霧に育て られたシャクナゲのジャン

グル、 さまざまな ランと寄生植物 の楽園、幻想的

な メ ドウ (ア ルプ)、 ヤク、無数の鳥、流れ下る

氷河 とそびえたつ秀れいな氷雪の高峰な どあまり

にも変化に富む 自然。

日本にまで延びる照葉樹林帯文化の西端 として

の共通性への興味は、 レプチャの人 々の素朴な生

活 と風習、 シッキム仏教、チベ ッ ト文化等に代表

され る。

シ ッキム・ ヒマラヤにもとめ るセ ミナーのテー

マは限りな くゆたかである。
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昭和48年10月 25日

神戸常雄製図

※一部日程調整中

◇地域のあらまし

「左にはネパ ール、右 にはブー タンが、そして

三つの中で一番小 さな中央にあ る真珠の粒……生

命の数限 りな く芽生える蔭深 く暑い熱帯森林 と永

久 に輝や く氷の砂漠とが交互に連続 してしヽる……。



ブータン王国 トレッキング事情 森田 千里

ブ ー タ ンの 山旅 か ら

現在 ブータンに トレッキ ング入 った 日本パーテ

ィーは、昨年 と今回 2回の私たちの経験 しかない

とい うことなので参考になる部分を少 々書いてみ

たいと思います。

私たち一行 8名 は、 12月 24日 出発で、ブータン

の峠を馬でのんびり越えて きました。帰 りには、

シッキムをまわ ってきました。

昨年は、西部 ブータンのチ リ・ ラか ら、カ リ・

ラヘの山稜を、外国人第 1号 として歩かせてもら

い ましたが、今年 も観光局の好意で新 しい コース

を用意 して くれました。首都、ティンプーか ら北

東に入 り、 シンチュー・ ラを越えてプナカに到る

コースです。テ ィンプーが 2,473π 、 シンチュー

・ ラが、 3,429π、プナカが約 1,200πですか ら、

登 リコースは、たい したことはありませんで した

が、下りは、結構、長い コースです。今年の暮れ

の、 ヒマ ラヤ方面は、各地で多少天候が荒れたよ

うですが、私たちも12月 29日 には雪 も降られまし

た。冬には 1、 2回 とい う珍しいことだそ うです。

雪におおわれた針葉樹林帯か らの、 ヒマラヤの眺

めは又、格別でした。雪の峠か ら、 3,000π 附近

まで下ると日なたには、桜草が咲き、デ ンチ ョー

ゲのヤブも花 ざかりで、全 く春の様子です。照葉

樹林帯を縫 って、馬に、ふみ くちゃに された道が

続 きます。夏は、山びるの巣になるところです。

1,600π あた りまで くだると、部落には、 ミカン

がたわわに実 り、真赤なポインセチアやバナナが

見られ るとい う変化のはげ しさです。全員に乗馬

も用意 して くれましたので大変、楽がで きました。

プナカゾ ン近 くのモ・ チ ュー (川 )で、40cπ 級のマ

ス (ブ ラウ ントラウ ト)を一ぴき、釣 りあげ、ブ

ー タンの魚 も、だませ ることを確認 して きました。

入 事 情

現在 ブー タンに トレッキングで入るためには、

6名 以上のチームで、 2ケ 月以前には申請書を提

出することになっています。提出先はブー タン観

光局です。

▲ブータンヒマラヤの名峰 ChOm。 lhari(7,315π ).カ ロ。ラ (峠 )附近より
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必要な書類は入国申請書 と、 イン ドのイ ンナー

ライン通過許可申請書の 2通です。この 2つを送

れば、全部観光局でめんどうみて くれます。

滞在 日数は、イ ン ドの事情で、インナー ライン

通過の許可が 2週間限度なので、ブータン国内滞

在は 12日 が限度となってい ます。

カルカッタか ら、バ グ ドグラ空港へ着 くと、こ

こに出迎えが来ています。 ここから、車をは じめ

一切の世話は観光局によ ってなされます。

トレ ッキ ング事情

第 1日 は、バグ ドグラか ら車で 3～ 4時 間、プ

ンツォリンで泊ります。インド側、ブータン側の

チェックポス トの通過等は、観光局のエスコー ト

がすべてやってくれます。

第 2日 に、ブータンハイウェーをひたはしり、

首都ティンプーか、パロに入り、

第 3日 目から、 トレッキングに入れます。平地

の観光を含めた時は、他のパーティとの関係で、

多少の予定は、打合せの上、うごかしたりできま

す。現地では宿泊施設も少いので、一度に多勢を

受入れたりはしないようです。自分好きなコース

を勝手にあるくことはできません。

トレッキングにかかる費用は、 1日 1人90$が

基準で計算され、 (観光は 130$)シ ーズンオフ

(1月 ～2月 )と (7月 ～8月 )は多少、割引が

あるようです。僧侶と25才以下の学生は半額だと

いうことです。かなり高いですが、観光が収入源

ですか ら、かなり力を入れてますし、いたしかた

がないことでしょう。そのかわり、一切の生活を、

みぐるみめんどうみてくれるわけです。個人負担

金は、クリーニング代、おみやげ代 ぐらいです。

トレッキング中の夜も、毎夜、アルコール類まで

用意されているのには驚きました。食事も申華風

にアレンジした、ブータン料理で、朝から結構な

ごちそうです。肉類も、ヤク、豚、牛、ニワ トリ

と豊富でとてもおいしい肉です。他のヒマラヤ地

域の旅では、なかなかおめにかかれません。特に
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日本食の用意などい りません。エスコー トも全旅

程につ く人が 1人、 トレッキ ング専門の人が 1人

つ きます。今年は、 コックや、 ラバ 隊の人も含め

ると 8名の隊員に10名 のつき人で、いたれ りつ く

せ りです。さっば りしたブータン人の気質とあい

まって楽 しい山旅の人間関係をいろどって くれま

す。荷馬以外に全員の乗馬も用意 され、ブータン

の冬には珍 しい雪の シンチュー ラを馬で越えたよ

スキハ片メ |.■ _                   ▲東部ブータンヒマラヤノ・0ヽ ′.ノ ヽυ′‐O                               Ganker一
Punzum (3,541π )を望む

個人装備として必要なものは、寝袋,エ アーマ            ▲shinchu_Laよ り

ッ ト,水筒,薬品,防寒具など身の まわ り品を用    Co Chili― Laコ ース

意すればすみます。共同装備一切は用意 されてい    パ ロか ら、チ リ・ ラに登 り、パ ロの谷とハの谷

ます。                      の間の 4,000π 位の稜線を北上 し、 ドル ック・ ゾ

トl′ ッキングコⅡ―スについて     こ1:Lづ ;振 liliIIIilirチ
や、名

パ ンフレッ トなどで公開されているコースは、    D o Shinchu― Laコ ース

AOBの 2コ ースですが昨年私たちがは じめて歩    テ ィンプーか ら、プナカに越える古 くか らの道

いた コースも、一般に開かれたとい うことです。   をたどるコー スです。まだ公開はされていません

今年、 トライした コースも合めて 4つ の コースの   夏は、山 ビルの多い道で、峠附近か らは、ブー タ

概要を簡単に述べてみます。             ンヒマラヤがよ く見えます。樹林帯の道が奥秩父

A.Druk Paぬ コース              を思わせ ます。

首都テ ィンプーか ら、 4日 間かけて、パロに出    ブータン東部や、北部のルナナ高地方面はまだ

るコースです。                   許 可されていません。 しか し、後者については、

Bo Dagda R側山 コース             検討をは じめているようです。 くわ しいことは、

ティンプー南部の 4,000m級の山稜 と山上湖を   私か、山岳スポーツ研究所海外部の真藤氏に問い

結ぶ コースで、 8日 間です。展望のよい コースで   合わせ くだ さい。 5月 には観光局の ドミニク氏が

す。                       来 日され る予定なので、又、新 しい情報が得 られ

上記 2コ ースともに平地の観光 と組み合わせて   るだろうことを付記します。

実施 されていますが、交渉次第で、変更できます。          (労 山海外委員会 森田 千里)

光土文光土文山文文文文山文光文文文文光文文文文文丈光文光文文文光光文文文文光文文文丈文文文光文
_L.                                                ^ι ・

壼  「ヒマラヤ」表紙写真募集   奎
決, 「 ヒマラヤ」表紙の写真は会員の皆様より広   (4)な るべ くあまり知られていない角度からの 文
_|_                                                                                         .、 ,`.

虔1募
したものを、毎月一作づつ掲載する予定でお″   写真、あるいは未知の地域の写真を期待 し

交

文 ります。ふるって御応募下さい。採用分には全    ます。雑誌、広告等で頻繁に見うけられる 文

決,国共通図書券を差 しあげます。            ような写真 (例 :カ ラパ タか らの工ベ レス 文
^o_                                                   .島 ぃ

文
≪規 定≫                    卜)な どは御遠慮下さい。        文

文 (1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。  《送り先≫                 ¨

光  (2)被 写体は広義に解釈 した ヒマラヤ地域の 文
」                                                    

文  のであること。            交

覚 (3)未
発表であること。                                   覚

文山光文光光文文魔丈文文山文文文光文文文文文文文文文文山光文文丈光光光文光蕊光光文文文文文文光
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ネ パ ー ル 登 山 協 会 (NMA)一 登 山規則―

1.付録 '(A"に記載 されている山を登る場合、

NMAは 、王国政府の主権に基づ き登山規則を

制定する。

2.こ れ らの規則は、直ちに効力を発す るもので

ある。

3.定   義

これらの規則の適用 は、王国政府の登山遠征

規則 1976と 同 じである。

4.登山許可証

1)付録
く`A"の 山を登るいかなる個人もNM

A発行の登山許可証を受けなければな らない。

許可の申請は、付録 “B''に 示 された形式で

なければならない。

2)登山期間は、 2週間とする。

3)登山期間は、必要に応 じて もう 2週間延長

することがで きる。

4)登 山期間は、入 山日数若 しくはB・ C以降

の期間であ り、行 き帰 りのキ ャラバ ン日数は

含まない。

5)いかなる時で も、登山の申請は隊の構成員

か隊の代理人でなければならない。登山許可

は先着順である。

6)登山を許可 された隊は、付録
て`C"に示 さ

れた許可証を受 ける。

7)許可 された隊 は、 NMAに よ り入山の許可

を得 るため、王国政府の入国管理局に推せん

される。

5.登 山料の支払

1人当り315ル ピーの登山料 は、許可された

いかなる隊 もそれぞれの隊員に課せ られる。

付録
tt A"の

登山の場合、合計額の最低料金

はそれぞれAlの 場合 1,260ル ピー、A2の場

合630ル ピー とす る。

この規則はネパ ール国民には適用されない。

2週間より登 山期間が延びる場合は、初めの

登山料の総額の25%の 追加料金をそれぞれの週

ごとに課せ られ る。

6.返    却

計画の取 り消 し、若 しくは遠征の中止の場合、

すでに支払い済みの料金は返却 されない。

7.サ ーダー/ガイ ド

登山許可を受けたすべての個人及び隊は、N
MAに登録されたサ ーダー/ガイ ドを伴 うべき

である。

以下は、サーダー/ガイ ドの役割 と義務であ

る。

1)登山隊の手助け、例えばポー ター、その他

の人員の雇い入れ と管理、食糧の輸送 と登山

中に起 こるであろう問題に能力 の限 り対処す

ること。

2)登山隊が規則以上の日々にわた り入 山 した

場合は、NMAに 報告す ること。

3)登山者が規則を守るように監督する こと。

4)登山者が定められた道筋を通 るよう監督す

ること。

5)登 山者がゴミをきちん と処分 して山を汚さ

ないよう監視すること。

6)い かなる規則違反 もNMAに 連絡すること。

7)い かなる刑事事件 も近 くの警察に連絡する

こと。

サーダー//ガ イ ドは、キャラバ ンの頭初より

登山期間を通 してキ ャラバ ンの終了 まで雇 うべ

きである。

サーダー/ガイ ドは下記の待遇 に装備を用意

され るべ きである。

1)最低 日給 30ル ピー

2)食糧 、テ ン トの便宜を受ける。

3)B・ Cよ り上にあがる場合 は、登攀用具 と

必要な衣類。

4)B・ Cよ り上にあがる場合 は、対人事故 7

5,000ル ピーの補償をす ること。 BOCよ り

上に行 くすべての雇い人も同 じ条件 とするこ

と。

8.許可を受けた各隊は、NMAと 隊 との連絡活

動のために、カ トマ ンズ駐在の代理人を指名す

る。
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代理人はNMAに 登録された個人か、組織で

ある。

指名された代理人は、登山隊が事故や他の予

期せぬ出来事に見舞われた場合は、責任をもっ

て処理する。

9.報告書の提出

登山が終了し、カ トマンズに戻ったら、登山

隊は付録
(`D"の

形式でNMAに 報告書を提出

すること。

10許可の取消し

NMAは 、いついかなる時でも理由の明示い

かんにかかわらず、登山許可の取消し及び撤回

することがある。

11.規則に従わない場合

いかなる隊であれ、登山許可に違反するあら

ゆる行為、あるいはネパール国民の文化習慣に

対して反社会的及び無法な態度を取った場合、

NMAは 登山規則 1976、 36項 に従って王国政

府に必要な処置を取るよう依頼する。

12.環境の保護

登山終了後は、各キ ャンプを完全にもとに戻

して撤収する。例えば、固定ロープやハーケ ン

のような外国製品は、山に残 してはならない。

すべてのゴミも焼 くか、他の方法で処分 しなけ

ればならない。

13.規則の改正

当規則のいかなる項目であれ、王国政府の事

前の認可により撤回又は変更することがある。

f.ffiil " A "
A1

1. Hiunchuli 6,333 zn

Annapurna Himal, Gandaki

2. Fluted peak 6,3902r.

Annapurna Himal, Gandaki

3. Mera peak 6,43lrn

Khumbu Himal , Sagarmatha

4. Kusum Kangru 6369n
Khumbu Hinral , Sagarmatha

5. Kangde 6,194m
Khumbu Himal , Sagarmatha

6. Chulu West 6,630n

Manang District, Gandaki

7. Chulu East 6,200m

Manang District, Gandaki

8. Island peak 6,153n

Khumbu Himal , Saprmatha

9. Pharchame 6,282m

Rolwaling Himal , Janakpur

10. Lobuje 6,1 I 0 zr.

Khumbu Himal , Sagarmatha

A2

1. Tent peak 5,5002n

Annapurna Himal, Gandaki

2. Ramdung 6,021m

Rolwaling Himal , Janakpur

3. Mehra peak 5,820n

Khumbu Himal , Sagarmatha

4. Gangjala cln:li 5,806 rn.

Langtang Himal , Bagmati

5. Pokhalde 5802m

Khumbu Hirrnl , Sagarmatha

6. Mardi Hirnal 55552n

Annapurna Himal, Gandaki

7. Pisang 6,091n

Manang District, Gandaki

8. Paldor peak 5,89 4m

Langtang Himal , Bagmati

付録
゛B"

Apphcation for CImbing Permt

付録 "C"
Napal Mauntaineering Association

Chmbing permit

付録 "D"

Napal Mauntaineering Associat ion

Climbing Permit Report
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集 会 報 告

と き 昭和55年 2月 た 日10時～16時30分

ところ 京都市 京都府青年会館

参加者 47名 (氏名省略)

主催者の予想を上回るたくさんの参加者のため

会場が手狭となり御迷惑をおかけしてしまった。

関西地区の山の集会としては記録的な参加者であ

ったとのことで、設営にあたった、内田・ 南・ 豊

島・ 西村の各氏および地域会員の方々に厚 く御礼

申しあげたい。

内容

①地域研究 インド・ ヒマラヤ  稲田定重氏

インドの登山事情・ 登山規則・ 各地域の入域

事情などについて、約 1時間の解説のあと、ガ

ンゴ トリの山々についてスライ ドを上映した。

80～ 81年にかけて計画を持つ隊からの参加者も

あり、興味深い山々が紹介され、有意義であっ

たと思われる。

日本 ヒマラヤ会議 (京都 )

一 超満員の会場―

日本 ヒマラヤ会議 (札幌 )

-48名 参加―

②ダウラギリ縦走  小松幸三 (カ モシカ同人ダ

ウラギリ縦走登山隊副隊長)

スライ ドにより、ダウラギ リの三山縦走の記録

が反省評価を含めて話された。

質疑応答も活発で、この言己録に寄せるヒマラヤ

ニス トの関心の高さを示した。

なお、席上、カラー刷りの美しい仮報告書が参

加者全員に無料配布され喜ばれた。

③研究 ヒマラヤにおける遭難の解折とその防止

山森欣一 (HAJ事務局長)

1970年 以後の日本隊の ヒマラヤにおける遭難

についての統計分析をもとに、その原因を探り

対処を考察した発表が行われた。遭難死者の率

が 3%を 越えるという冷厳な事実は参加者にと

ってショックだったようだ。

会議が終ってから会員有志でお茶会を持った。

と き 3月 9日 (日 )10時 ～17時

ところ 札幌市場外馬券センター

あらまし

全道各地より、ヒマラヤ・ カラコルムなどに

関心を持つ山仲間が48名 もあり、熱気でいっぱい

であった。

会議は、HAJ札 幌グループの世話人の協力と

準備により進められた。まず、世話人を代表して

大崎正信評議員からあいさつがあり、阿部評議員

が講師を紹介し、会議に入った。

。 はじめに、HAJ専務理事の稲田定重氏により

インド・ ヒマラヤの地域事情や最新情報につい

て話され、「入域可能地域・ 不可能地域はどこか」

「登山・ トレッキングで面白そうな所、注目すべ

き所はどこか」、その他、登山規則・ 手続・ ビザ

・通関等について、具体例、裏話などをあげて説

明があった。

。 日山協海外常任委員の田村俊介氏からは「共

産圏の山々」というテーマの話が行われた。

地図を使い、また、氏の体験を通し、「パ ミー

ル登山の面白さ」、「 シルクロー ドや玄奨三蔵ヘ

の歴史的興味を誘 う天山山脈」、「岩登 りの魅力

の カフカズの山」などについて概説的な説明があ

った。

。 カラコルム・ ヒンズークシュについては、権

威者である広島三朗氏 (日 山協海外登山委員長 )

より、アフガニスタン、パキスタンの政情、国境

線や停戦 ラインの地図上の誤 り、登山 。トレッキ

ング事情、申請方法などについての話が行われた。

氏独特の話術に加えて、雑談・ 余談 も豊富で、

楽 しい 2時間であった。

朝か ら夕方までの長時間の会議にかかわ らず、

途中退席者もな く有意義に過 した 1日 であった。

また、会議中に、道岳連金子会長より中国登山

の許 可が きた旨の発表があ り関係者一同大いに喜

ぶ とい う一幕もあった。終 了後は会場を移 し、午

後10時 頃まで30名 近い参加者を得てHAJ北 海道

集会が持たれ盛大であった。遠方よ りこられた講

師の方々に多謝。 (大 崎正信 )
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カンチ通信 No。 1 3月 9日カトマンズにて

'81カ ンチ本隊に先立つ偵察隊派遣につ きまして

は皆様に大変お世話になりました。おかげ様で、

偵察隊 7名 は 3月 3日 全員がカ トマ ンズに集結 し

例年 にな く不順 と言われている天候の下、隊荷の

再梱包 に追われてい ます。

明 日、ダーランバ ザールヘ向けて出発 しますが、

本年のカ ンチ方面は、主峰北面に山学同志会,主
峰西面に西独隊, ヤル ンカンにメキ シコ隊と我 々

の 4隊が入 ります。同志会, メキシコ隊は既に出

発 し、西独隊は先発 2名が 5日 にカ トマ ンズに入

りま した。西独隊の 出発が遅いのが我 々にとって

は心配のタネです。唯一の救いは、西独隊のキャ

ラバ ンルー トがイ ラム～タプレジュンになりそう

だと云 うことです。

隊の構成は リエゾ ン 1名 ,サーダー 1名 ,ハ イ

ポーター 3名, ベースキャンプ要員 4名 の隊員合

わせて 16名 です。 リエゾンは警察官チ ョーダ リ氏

45歳。遠征は初めて。サーダーに予定 していた、

ワル ソ ●ソナムは急性心不全で死亡 し、代わ って

日・ イ ●マナスルで登頂者になった、パサ ン。 日

本隊に多 くついています。 日大のヤル ンカンにも

行 って ますので役 に立つ と思います。 シェルパは、

リンジ, ア ン・ ペ ンバ, ダワ・ ヌル ブ, コックは

ギ ャル ツェンいずれ も群馬 '78で使 ったメ ンバ_

です。

隊荷はカ トマ ンズで再調整 した結果約 27t、

ポーター数90名 。行動 は、西独  メキシヨ共にグ

レー トシェル フ経由につき、慎重に行 うつ もりで

す。尚西独隊は計画 によれば、エバ ンスルー トで

はな く、M,C間 ル ンゼの取付か らMに 直接登る予

定。

カ トマ ンズでは、法政大 (ラ ムジュン)信州大

(ガ ネ ッシュ皿)慈恵大 (ガ ネッシュⅡ)上市(ア

ンナプルナⅡ)ス イス (シ スネ)ア メ リカ (マ カ

ル ー)等が出発 していません。我 々の荷が入った

翌 日か らカ トマ ンズに貨物持込み延期になったた

めです。アメ リカ隊のマカルーは 4名で、セニ ョ

ールのルー トを無酸素でアルパインスタイル登攀

の予定です。中心は ロスケ リー。なかなかの好感

の持てるアル ピニス トです。その後、彼は単独で

カラコルム・ トランゴタワーをニュールー トから

登 る予定。K2, ジャヌー, ガウリサ ンカールと常

に小人数でハ ー ドな クライムを続 ける男です。

簡単 に 日誌を書 きます。

3月 3日  12時 10分 山森以下本隊カ トマンズ入 り。

午後観光省 にシャルマ氏を訪ね挨拶

3月 4日  本 日よりAM7時 か ら約 1時 間全員に

て、 トレーニ ング。大使館挨拶。両替。

3月 5日  リエゾン・ シェルパ顔合わせ。健康診

断後、契約、支給装備点検、梱包。

3月 6日  朝・ 雷雨、梱包、隊員、 リエゾ ン・ サ

ーダー打合わせ。

3月 7日  食糧梱包、シェルパ 2名 ポーター手配

のためダー ランバザールヘ光発。

3月 8日  梱包。

ダーランか らのキャラバ ンは13日 スター トの予

定。BC入 りは 4月 5日 予定です。次回は、タム

ール河畔か ら報告 します。花咲き乱れるカ トマン

ズより。(山 森・ 記)。

偵察隊現地連絡先

C//O Express Trekking

P.0.Box339 Kathmandu Nepal

カ ンチ エンジ ユンガ遠征 隊

募金 につ いて

1981年 HAJが 主催す るカ ンチェンジュン

ガ遠征隊 は、 8,500π 三山を縦走すると言 う

空前絶後の計画です。HAJ会 員の一人一人

の皆様のご協力を是非お願い申し上げます。

《 募 金 要 領 ≫

・ 金額   1口  1万 円

・ 払込  日本 ヒマラヤ協会 (カ ンチ )
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カンチ通信 NO。2 3月 15日 ゾルバティにて

酷暑下のダーランバザールでの再梱包を終え、

3月 13日 午前 9時 30分 112人のポーターと共にキ

ャ ラバン開始。い きなり 900π の登 りで少 々しん

どい思いを しま した。 しか し、径 々にはバ ッティ

と呼ばれ る茶屋が点在 し、チ ャ (紅茶)やチャン

(ド プロク)果物を売っており、道草を喰 って し

まい ます。 ジリジ リと照 りつ けるヒマ ラヤの太陽

の下で今が盛 りと真紅のラリグラス (シ ャクナゲ)

が咲き誇っています。 1日 の行程は、30k9の 荷を

背負 ったポーターで約 8時間です。街道は道幅も

広 く良 く整備されています。 この日は峠か ら、 レ

ウテ ィ・ コーラに降 リキャンプしました。

3月 14日  午前 7時 30分 出発。 レウテ ィ・ コーラ

左 岸から右岸へ渡り、タムール河 に出ました。今、

ダ ラン、ダンクタロー ドプロジェク トが推進 され

て おり、ダーラン●バザールか らダンクタに立派

な車道が延びています。 この レウティ・ コーラ沿

い にも橋が架け られたり急 ピッチで工事が進め ら

れています。タムール河は、その源をカ ンチェン

ジュンガに発 しガンジス河に注いでい ます。

ダ ンクタの登 り口になる付近は砂地で格恰の海

水浴場のよ うな所です。早速何人かの隊員は水泳

ダラン・バザールでの買物
菊地 (左 )。 山田 (右 )

の
両隊員

ポ ラロイ ドカメラは、 日本 ポラロイ ドより提供

を受けたもので、以後のカンチ通信で も現地写真

が送 られて来る予定である。

を楽 しみ ました。ダ ンクタは、 この付近の中心地

です。美人の産地 と しても有名です。街筋は自と

茶の土塀が続き石畳の続 く美 しい街です。

3月 15日  8時 出発。尾根筋を辿 リヒレの街を通

過 し、このブルパテ ィにキャンプ しています。 ヒ

レか ら2時間です .D通常の登山隊 はヒレにキャン

プ していますので、 ここまで延 ばす ことについて

はポーターの不満があ りましたが、結局全ポータ

ーが到着 しました。 しか し明日か らが心配です。

この山奥へ入 りますと、ポ ラロイ ドカメラの威

力 は抜群で、キ ャラバ ンの推進 に役立 っています。

今 日は雲が湧き、標高 も 2,000れ を超えま した。

陽が沈むとさすがに寒 く食事 (夕 食は大体 6時半

頃)の時は羽毛服を着込んでい ます。明 日あた り

か ら雨の心配も出て来 ました。

3月 14日 には、医薬品を持 って片岡隊員が追い

つき全メ ンバーが揃いました。 これか らが本番と

全員張り切っています。次回は タプ レジュンか ら

報告 します。雲表 の草原 ゾルパティよ り (山森 )
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遠征学入門

〃

実践編

隊組織について (1)

遠征学入門もとうとう私に順番がまわって来て

しまった。前 2人の筆者が書いているうちは、私

は読者という立場であるから気楽にそれを読んで

楽 しんでいればよかったのであるが、自分が筆を

執 るとなると気分は浮かない。阿部氏の理路整然

とした論文、西郡氏の体験をもとにした人間味あ

ふれる理論に比 し、私のはどうなることやら心も

とない。もともと常日頃、体を使って頭を使わな

い仕事を しているので、文章を書 くなど全くもっ

てダメなのである。ましてや
マ`
学 "な どとなると

どのように筋道をたてて行ったらよいのか、皆目

見当もつかない。 しか し、引き受けさせられた以

上は、編集者に迷惑をかけながら、当りさわりの

ないことを書き綴 らざるを得ない。多くの熱心な

読者諸氏がこれから遠征にむかわれるであろうこ

とを思うと、責任の重大さに今からでも止めたく

なるのであるが。

遠征
tt学 ''と は似ても似つかぬものになろうか

と思 うが、最初か らお許 しをお願い して お く次第

である。

隊の中の個の役割

さて今回は遠征の中で も最もヤ ッカイな人間関

係の問題を考えてみたい。何 ごとで もそ うである

が、何か コ トを成そうとする時は、そ こにある人

間が一番重要なかかわ りをもつ。世の中、法律,

規則, 慣行,事例,宗教,発想,理論,学問,権

威,命令,そ の他あ りとあ らゆるものが、人の行

為 にかかわっている。けれども、どん なものがあ

ろ うとも、そこにある人間の考え方次第でどうに

でもなるのである。例えば、あるコ トが Aに は非

常 に重大であっても、 Bに は何の価値 もなかった

り、 Aが遵守するものを Bは踏みに じったりであ

る。姿,形 は同じヒ トであっても、頭の中で考え

るコ トと、それから発する行いには大きな違いが

あるのである。

このよ うに違 う人達を集めて遠征を しようとい

うのであるか ら、その ままではうま く行 く筈はな

い。何 らかの共通項を見出し、或いは作 り出し、

連帯意識を養って行かなければならない。その共

通項が多ければ多いほど、連帯意識 は強固となる

と考え られるか ら、遠征は うまく行 くであろう。

つま りは良い遠征 とな る。何故ならば、連帯意識

とは一体感であり、団結力ともなるか ら、多少の

困難な どは物の数で はない し、普通な らば不平不

満となるべき事態 も問題 ともならない。 ばかりで

はな く、その持てる力は十二分の上 に も発揮 され

るか らである。

そ こで、では共通項 とは何か。本 シ リーズで阿

部氏が とり上げて いる総て、西郡氏 が云 わんとし

た こと総て、そ して今後筆者や他の担 当者が扱お

うとす る総てがそれに当る。ということは遠征に

関すること総てが、参加者にとって共通項なので

ある。 これでは範囲が広すぎるし漠然 としていす

ぎる。そのため共通項が共通項とは思え な くなり、

結局 は自我の発揮 となる危険に陥る。 ここに遠征

における人間関係のむづか しさがあ る訳である。

が、これでは良 い遠征 は目指せないので、もっ

と問題を簡略化 してみ ることにしよ う。遠征につ

きものの数々の局面, 困難な事態 に立ち至ったと
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き、一致協力 して乗 り切るには精神的に一体 とな

っている ことが必要である。それには考え方、つ

まり遠征の理念が完全に統一 され一致 しているこ

とが何よ りも大切である。 これが共通項の中での

最重要項である。更に隊員 (隊 長を含めて)相互

間に少 しの不信,不平 もないことである。これが

第 2の 重要項である。第 3は 任務への忠実度 と処

理能力,行動力である。遠征隊員間の数多 くの必

要な共通項の中で、これ ら 3項が特 に重要である。

これ らが完全に解決されていれ ば、遠征の人間関

係については、大 した問題 は起 らないと考えて差

支えない と思われる。

結局 これ らは、遠征 (隊 )の中の個対全体 (組

織)の問題である。第 1の 理念問題は、阿部論文

に詳 しい。このよ うにビッチ リや ることこそば
(学

"

なのであろう。その能力には全 く敬服のほかない。

最後まで崩れない理念は、価値観にもとづ く目的

意識を確立す ること、とだけつ け加え させていた

だきたい。

第 2, 第 3の項はチーム ●ワーク問題である。

第 3は第 2の必要条件で もある。第 3の 程度が低

い と第 2に 問題が発生 しやすい。けれ ども必ず発

生する訳で もない。記 しやす くす るため、第 2は

信頼感の問題と名付けよ う。信頼の念は、相手の

能力や人格 に対する尊敬の念か ら生 まれると云え

よ う。この際、人間的魅力 は能力や人格の一部と

してお く。信頼は相手をたててやることで もある。

チームは互いの信頼感によ って強 くもなり、弱 く

もなる。 また信頼は総ての個 々人の間に相互に存

在するべきもので、一方通行で は不十分である。

特に リーダーと隊員の間が信頼で結ばれていても、

隊員相互間 になかったらまるでダメである。信頼

の度合いが深ければ深い程、尊敬の念は強いとい

うことであ り、相手の能力や人格 は高いと云えよ

う。権力それ 自体だけでは、信頼感にはならない。

信頼の強いところ、不信や不平不満は起 こらな

い。不信,不平,不満が発生するのは、相手 の能

力や人格が最初の出合いの評価 よりもだんだん低

くなり、尊敬の念がな くなるか らである。多少 と

も尊敬の念が残 っているうちは信頼感 も少 しはあ

るが、全 くな くなってしまえば悲劇であ る。

相手の能力や人格を評価 するとい うことは恐 ろ

しい ことではあるが、誰 しもが意識するとしない

に拘わ らず していることである。勿論 この評価 は、

狭量 と寛大で は大きな差がある。準備期間中の評

価が、現地で更に成長するのでたまらない。準備

期は大切である。 (評価は良い方に向かうことも

当然あるが、この場合は問題が解決することなの

で、ここでは取上げない。)そ こで隊の中の個の

立場としては、相手をわが身におきかえて評価す

る態度が重要となる。そして、ここに集って来て

いる仲間は全 く自分にふさわしい人達であり、自

分の能力 と人格としては最高の人達だと思うこと

である。願わ くば寛容の精神で接 して行きたい。

あまり寛大にしていたのでは隊務が前進 しないで

はないかと考えられる読者もおろうが、評価の態

度 としてはあくまでもそうありたい。リーダーで

あっても、隊員であってもこれは変りない。そう

でなければ、完全無欠な人間を求めることになっ

て しまう。

第 3の項は忠実度の問題である。云うまでもな

く任務の推進はこれであり、チーム・ ワークとし

ての遠征隊の成立を支えるものである。実務は任

務分担として隊の中の個に委ねられている。個 々

人はここでの能力発揮により、互いの信頼に応え

ることが出来るのである。従って任務の停滞は許

されず、責任も明確であり且つ重い。この場合、

熱心ではあっても最初から能力が低 く任務を処理

しきれぬ隊員よりも、能力がありながら怠惰な者

の方が問題となりやすい。また自分はこんなに一

生懸命やっているのに、他の者は怠けているとい

うような依存心も問題の発端となりやすい。

以上、チームの人間関係が崩れそうな場合につ

いて記 してみた。そ してこれらは、 リーダー及び

隊員の資質によって大きな相異をもたらすと考え

られる。A隊では問題となったことでも、 B隊で

は何らの問題とならないことが数あるのである。

従って人間関係におけるノウハウは、ケース・ バ

イ・ ケースとしか云いようがない。

結局、隊の組織論も運営論も個に帰すのである。

と、ここまで書いて来て、果たしてこんな論理

で読者に解ってもらえるかとイヤになった。どう

も観念論すぎるようで面白くない。
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ヒマラヤ閑話 (29)

花を求めて
ヽ
コ
ノ

■
■

／
１
ヽ

水野 勉

ぼ くは花が好 きである。花を眺めていると、心

がなごむ。山野で花を見 るばか りでな く、家にい

て、あるいは街を歩いていても花を見て楽 しんで

いる。美 しい花を見て心楽 しくない人はいないだ

ろ うが、それでも自分が花を好む ことを口に出 し

たい。別に花や植物 に くわ しいわけではない。ど

ちらか といえば、花の名など知 らない方か もしれ

ない。

ぼ くは花が とて も好きだ。 この「閑話」でもか

って「花の谷」 と題 して 3回 にわた って書いたこ

とがある。 また、いつかスマイスの名著「花の谷」

を 日本語に訳 したい と思 っている。その花の谷を

訪れてみたいとも願 っている。

それで、 ヒマラヤの花を求めて奥地へと入 って

い った人びとの ことを何回かにわたって紹介 して

みたい。山登 りには無関係の話だか ら、山登りに

夢中になっている方はこの項が終 るまで、 しば ら

くは「閑話」を とば して、他の記事を読んで頂き

たい。 とい っても、ぼくの分担 は 1回置きである

か ら、五百沢氏の分は別である。

まず、ことわっておかねばならないことがある。

花を求めて探検に乗り出した人々の話といっても

やかましくいえば、やはり学問の話であろう。多

くの文献を参照し、例のラテ ン名を列ねて書 くこ

となど、ぼくにはできるわけがないから、やはり

閑話ということで、あれこれと好みに従って書く

だけである。また、地域としては、中国領を扱う

だけで、ブータン, ネパール, インド,パキスタ

ン, アフガニスタンといった、普通にいわれるヒ

マラヤ地域を除いている。

これらの人びとは例外なく苦難を乗り越えて、

あるいは試練のただ中に突き進んでいった。職業

的採集者であろうと、他の仕事の合間に採集した

者であろうと、苦難に逢 ったことに差別 はない。

い く人かは生命を落とした。 スリエ神父や ドベル

ナール神父のようなフランス人宣教師は殺 された。

いく人か、例えば、ポターニ ン夫人,レ ジナル ド・

ファラー, ジョー ジ・ フォレス トなどは、病のた

めに死んだ。

花を求 めて 一 とい うと、いかにもロマ ンチッ

クなひびきがするが、大都市の公園を散策するわ

けではないか ら、少し大げさにいえば、生命を賭

しての旅である。新 しい品種を求める旅 は、当然

のこととして、人馬が通 う地域ではな く、人の訪

れない辺境の地域へ向う旅である。中国の甘粛か

ら四川, 西康,雲南にひろがる山岳地域は、現在

において も秘境 といっていい地域であ り、植物の

宝庫である。新 しい中国で も、これ らの地域に ト

ラック道路をつ くり、交通網を整備 して いるが、

それ らの本道をはなれれば、未だに辺境の地がひ

ろが っている。最近中国か ら来た雲南, 青海地方

のフィルムを見ても、道路の整備 した地域につい

ては詳 しいが、つまり、昔か ら知られた地域につ

いては詳細に写 しているが、肝心な ところは殆ん

ど写されないか、あっさりと流 してい る。いつか

この欄で紹介 した、ブラマプ トラ川の大屈曲点や

コンロン山地についての中国のフィル ムもそうで

あった。

したが って、19世紀後半か ら20世紀初頭 にかけ

てヨーロッパ人たちが、 この中国の辺境地帯に花

を求めて入っていた頃を考えれば、生命がけだっ

たといって も当然であろう。フランス人宣教師た

ち、 ロシア人探検家たち (こ の中には有名なプル

ジェヴ ァルスキー, ポターニ ン, ヴェ レゾフスキ

ーなどがいる)、 英米の植物採集者たち (ロ バー

ト・ フ ォーチュン,_ア ーネス ト・ ウィル ソン,A・

プ ラット, ジョージ・ フ ォーレス ト,レ ジナル ド・
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フ ァー ラー, キ ング ドン oウ ォー ドなど)も すべ

て生命がけで中国の奥地 に花を求めて入 っていっ

たのである。

この地域 には多 くの品種の花々が生育 している

が、その中でもぼくらにな じみの深いの は、シャ

クナゲ, サクラソウ,ケ シの三つであろう。シャ

クナゲは特 に大木にもなり、 ヒマラヤの山麓で も

多 くの品種がみられるか ら、 ヒマラヤを訪れた方

は見 られているであろう。 シ ッキムを19世紀半ば

に訪れたジョセフ・ ダル トン・ フーカー もまたシ

ャクナゲを愛 した探検家であった。かれによって

ヒマ ラヤのシャクナゲの美 しさが ヨーロッパ に紹

介 されたといってもいい くらいである。フーカー

は、「 ヒマ ラヤ紀行」の中で も、 シャクナゲに言

及 し、 またその挿絵にシャクナゲの花の咲いた風

景を使 っている。 しかも色刷であって、見るもの

を楽 しませる。「 ヒマ ラヤ紀行」の価値 も、 この

美 しい挿絵が数多 く入 っていることによっても、

す くなか らず高まっていると思 う。 日本訳の本 も

その点を考慮 して、カラーで挿入 しているが、色

があまり良 くなかったのは残念である。

フーカーはこれ以外に「 ヒマラヤのシャクナゲ」

という、シャクナゲの花だけを大判の紙に画いた

本を発表 した。この絵の見事 さは、文章では伝え

に くい。ほればれする出来栄えである。更に、フ

ーカーは、同じ大きさで「 ヒマラヤの植物」とい

う絵のみの本を出した。かれが ヒマラヤの植物や

花にか けたエネルギーはものすごい。 このほかに

も学問的に価値のある、ぼう大な著作を ヒマラヤ

の植物についてまとめてい る。

もっとも、フーカーは専門の植物学者であり、

かれの父 も、イギ リスの有名なキュー植物園の園

長であった し、かれ 自身も父の後をついでキュー

植物園長になった くらいである。

話が逸れて しまったのは、 シャクナゲが出たか

らであ るが、今号は序章のつ もりだか ら、話が脱

線 したついでに、ケシにつ いても話 してみよ う。

ケ シといえば、青いケ シの花を思 うのはぼくば

か りではあるまい。麻薬には無関係な話である。

青いケ シの花は美 しい花である。可憐 な花である。

そ して、 この花にまつわる話 もロマンに充ちてい

る。青いケシの花が有名にな ったのは、 1913年、

ベ イ リーが南チベ ッ トで発見 した≪メ コノプシス

・ ベ イ リー≫が ヨーロッパに紹介 されてか らであ

る。だから、一般的には、青いケ シの花がベイ リ

ー によって発見 されたと考え られている。 しか し、

《 メコノプシス・ ベイ リー≫ は青い花をつ けるケ

シの類の一種にすぎなか ったのである。 188年 に

はすでにヨーロッパに紹介 されて、英国で咲いて

いた し、1886年 にはフランス人宣教師によ って、

同一種の青いケ シの花が発見されているのだ った。

キ ング ドン・ ウォー ドはその最初の著書 に「青

いケ シの国」 と名づけたの も、かれがこの著書の

内容である1911年 の探検旅行中に、青い、美 しい

ケ シの花を発見 したか らであ ったが、実際には、

これ も新種ではな く、ジョー ジ 0フ ォーレス トが

すでに発見 した《 メコノプシス・ スペシオサ≫で

あ った。ラテ ン語名をここに書 くつ もりはなかっ

たが、「メコノプシス」 ぐらいはよいであろう。

これ ぐらいは知 っていた方が、本を読むのに助け

になるか らである。

キ ングドン●ウ ォー ドは新種を発見 した と思 っ

たが、そうではなかったのであ る。あるいは1848

年 には じめて ヨー ロッパに青い花が咲 くメコノプ

シス属の植物が紹介 されたとい うことも、案外そ

の前にも紹介されずみであるかもしれない。メコ

ノプシス属に属す る植物の一種で ある、いわゆる

青いケ シはヒマ ラヤ全域に分布 していて、約40種

もあるといわれ る。だから、英国人がイ ン ドの北

部へ入 っていった 18世 紀末か ら19世紀の初頭にお

いても全 く見なか ったとはっきりいえない気 もす

るのである。

ベイ リーによ って有名になった青いケシの花で

あ るけれども、それ以前にキ ング ドン・ ウ ォー ド

が 1911年 に発見 して、それを表題 として本 も書い

て いるのだか ら、ぼくとしては、種類 はともか く

と して、青いケシの花の発見者 ― とい って悪け

れ ば、広 く紹介 した人として、ベイ リーではな く、

キ ング ドン・ ウォー ドを挙げたい。それ にまた、

ベイ リーはどち らかといえば偶然 にみつ けたので

あるが、キング ドン・ ウ ォー ドは花を求めて雲南

の奥地へと入 ったのだか ら、なおのこと、その名

誉を与えたい。
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_Lゞ   〕こ
ノ エ ・リエル E-)v, 4 >A',fx●

連載 (3)

≪「私は常にSamHOare(前 出の イン ド担当国

務相)に少な くともひとつだけは感謝 しつづける

であろう。つまり、彼がエルウィンを強引に政治

か ら詩の世界に引きもどして くれた ことである」

フランシス・ ヤングハズバ ン ドの言葉,『エルウ

ィン自伝』,P82≫
エルウィンのとった行動は彼に期待を寄せてい

た人、逆に彼を利用 しようとしていた人々を程度

の差はあれがっかりさせることにな った。大きな

犠牲を払 って再び手に入れることので きたパスポ

ー トを携え、ボンベイにもどって きたのは1932年

11月 1日 のことである。彼はイギ リス政府と交 し

た契約の通 り、民族運動に携わる人 々と表立 った

接触を持 ったことな くカランジアに向 う。

転機となった大 きな事件を乗 り越えた後、ひた

す らゴー ン ドの人々の中での生活を続 けていこう

としたのであるが、問題はそれだけに留まること

はなか った。イン ド到着以来、 日々増大してきて

いた国教会当局との緊張がもはや抜 き差 しな らな

い ところまで達 しかけていた し、一方では彼 自身

の私生活における問題、つまり結婚をめぐる煩悶

が彼を苦 しめは じめていたのである。

イ ン ド帰着後、以前のような形での民族・ 政治

運動への参加はなか ったが、ガー ンデ ィーとの間

では手紙のや りとりが何回とな く続いていた。エ

ル ウィンの結婚をめ ぐる苦悩は、その時期の公開

されたガー ンディーとの往復書簡よりわずかなが

らに うかがい知ることがで きる。 (Mlsra,B.:

Verrbr Elwin, New lbrk, Asla Pub.Hotse,19

～その 2～

藤井  毅

73年 .の付録参照 )。 その頃エルウィンは、OS
OSにいた時分に知り合 ったM(本 名等詳細不明 )

という女性 と結婚を考えていて、1933年 初頭には

彼女もCOS・ Sを 脱退 してエルウィンらのアーシ

ュラム (名 称をα〕nd Seva Mmdd =ゴ ー ンド奉

仕協会)に 合流 してきていた。 しか し、ガー ンデ

ィーの言 うブラフマチャリヤ (一般に言 う 't禁 欲

的生活")と エルウィン自身の目指すア ッシジの聖

フランチ ェスコにならった清貧な生活によるアー

シュラムの維持 と活動とは、必ず しも問題な く結

婚生活に結びつ くもので もなか ったのである。そ

の上、エルウィンと結婚 したいとするもうひとり

の女性がガー ンデ ィーのもとで一悶着を起 し始め

ていたのである。 1月 にMと の結婚を決るが、 3

月には話 し合 った末、二人の合意のもとそれを取

りやめ、協働者 としてアーシュラム維持に全力を

傾注することに したのであった。発展的な婚約の

解消ではあったが、決 して軽々しい ものでもなか

った。「 自伝」 o「 日記」ともにこの部分は空白

であり、エルウ ィンが最初に結婚するのはそれか

ら約七年後の、全 く異 った事情の もとでである。

ガー ンディーとの間の往復書簡にただようのは滑

稽なまでのエルウィンのまじめさである。こうし

てまたひとつの余分な部分を切 り離すかのように

してエルウィンはゴー ン ドの中での活動を続けて

い ったのである。

国教会 との絶縁

転身・訣別 0離反
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出来事が1936年 11月 に至 るまでのイギ リス国教会

との対立 と、それとの絶縁に及ぶまでの過程であ

る。国教会 との対立はまずエルウィンの民族運動

への参加をめ ぐっては じまり、後にそれがエルウ

ィン自身の中での国教会 自体への、キ リス ト教教

理 自体への疑間へ と拡大 し、ついには聖職者の資

格 と特権の返上 。教会 との絶縁とい うことにつな

がっていったのである。大学時代、 `tオ ックスフ

ォー ドでも最 も保守的なキ リス ト教団体"の委員

長を務めたこともある彼が、ついには国教会とも

絶縁 してい く過程は尋常なものであろうはずがな

く、それは友人・ 縁者 との絶縁を伴 うものであり、

同時に "イ ギ リス本国ではその生涯を絶えない"

とい うことを意味 していたのである。その痛みゆ

え、彼が国教 と絶縁するに至るまでの過程とその

事実の仔細を公表 したのは、実に二十年以上も後

のことなのであった。その間、事情を知 らない人

々は彼を して「キ リス ト教の手先」 0「分離主義・

者」と批難 しつづけたのである。

彼の『 自伝』を相述する形で、その絶縁に至る

までの過程を少 しばか りたどってみよう。

カランジアに入 った最初の頃、彼はまだキ リス

ト教に基づ き彼 自身の「贖罪」とい う、キ リス ト

教にある典型的な考え方でその活動をとらえてい

たのであるが、少な くともゴー ン ドの人 々を改宗

させようとする意志は持 ってお らずまた実際その

よ うな活動はなさなか った。その理 由は前述の通

り、彼の宗教に対する見方によっているのである。

即ち、宗教 とは改宗や罪よりの救い、 自己救済や

教理研究にあるのではな く、個的な “神の実在を

求めての魂の探求"に あったのである。≪「私は

徹底 して宗教的な人間であり、一時ほとんど熱狂

的にキ リス ト教のある一面に執着 していた。私の

国教会 との訣別は本質的には信仰の問題であった

」,『 自伝』, P99≫ 。 しか しかとい って、彼は

すべての宗教は同 じだとい う考え方に組み してい

たわけでもなか った。それ らはオ ックスフォー ド

時代へ神秘主義の研究 とガー ンディーの思想、そ

してそれ らを現実の中を通 してみていこうとする

彼 自身の姿勢によっていたのである。

国教会 との対立は具体的には二つの点をめ ぐっ

てはじまっていた。ひとつはキ リス ト教徒 。国教

会 の政治 (植民地統活)への参加であ り、ふたつ

はその非キ リス ト教徒への態度 (宣教 。改宗)で

あ った。植民地統治と国教会が密接に結びつ き、

ひとつの価値観で押 し切 ってい くことへの疑間で

あ った。この疑間は後年、先達で あった C・ F・ ア

ン ドリューズヘの批判へ も向ってい く。

ナーグルプの ビショップの紹介でカ ランジアに

定着 したものの、定着開始後は日々その干渉を受

けるようになり、実際的な国教会 との対立はこの

ビシ ヨンプとの摩擦・ 衝突とい う形で進行 してい

った。イギ リス政府 と取 り交した契約す ら、教会

当局を満足させ ることはなかったのである。つま

り、エルウィンは決 して魂まで売 り渡 したわけで

はないのである。

1932年 2月 、ナーグルプの ビシ ョップは手紙を

寄せ、エルウィンに「国王への恭順」 と「教会ヘ

の服従」の誓いをたてることを要求 して きた。エ

ル ウィンはそれを筋道だてて拒否 する。その直後、

ビシ ョップらの一行の訪間を受け前回のような言

辞をなげかけられるにいたるので ある。同年 12月 、

その ビショップに手紙を宛て、彼 が国教会と絶縁

するに至る最初の重要なステ ップを踏み出す。即

ち、聖職者としての資格を もはや適用 しないこと

を要求 したのであった。そして更 にその 3年後の

1935年 11月 、 カルカッタの国教会 大監督に宛て、

もはや国教会のメンバーでも牧師でもないことを

通告 したのである。最終的には1936年 11月 にロン

ドンを訪れた際、Dead of Rttnqushmentに 署名

を し、the Clet」 Disablitles Act,1870年 に基づ

き、聖職者であることによってもた らされる権利

一切を放棄したのであった。

1932年 か ら19“年にかけてのこの絶縁の過程は、

ゴー ンドの中での活動の着実なる深 化に裏付ちさ

れていた。国教会当局と疎遠にな ってい くのに反

比例 し、エルウィンは確実にその足場を イン ドの

ゴー ン ドの人 々の中に築いてい ったのである。そ

れは苦 しく痛みを伴 う経験であ ったが、結果とし

て大 きな解放と自由をもた らすものであった。イ

ン ド到着 9年 目にして、彼は全 く別な次元へと一

歩を踏み出すことになったのであ る。

二つづ く=
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事務局 日誌
摘 要

カ ンチ ェンガ偵察隊出発、イ ン ドoヒ

マ ラヤ集会文書発送

登 山学校イ ンス トラクター会議 (京 都)

サ リー ン氏へ招請状、 日山協か らガネ

ッシュⅡ峰許可通知

J.シ ン氏へ招請状

カンチ隊貨 (第 2次)発送

各岳連あて集会協力依頼通知

日本 ヒマラヤ会議札幌会場開催 (慇名

参加)、 会員集会 (札幌 )

55年 度 日本 ヒマ ラヤ会議 日山協後援依

頼書提出

「 ヒマ ラヤ」 101号 印刷完了

会議資料作成、カンチニ ュース送付

「 ヒマ ラヤ」発送、80年登 山学校隊員

会議 (ル ーム )

月 日 曜 摘 要

3. 16

3. 17 月

3.18 火

3.19 水

3. 20 木

3.21 金

3. 23

3.24 月

3. 25 火

3. 26 水

3. 27 木

3 29 土 ルーム内整備

54年会計年度終了331 月

人

人

所

行

集

行

発

編

発

ヒマラヤNo.102(5月 号 )

昭和55年 4月 10日 印刷 55年 5月 1日 発行

柴 田 金之助

伊 東   満

日本 ヒマラヤ協会

〒 160東 京都新宿区高田馬場3-23-1-506

インド●ヒマラヤ遠征情報交換会 (東

京)J.シ ン氏 レセプション (勤 労福

社会館)

インド●ヒマラヤ集会 (仙台 )

インド・ ヒマラヤ集会 (宇都宮)

委託書納品 (各書店)

インド●ヒマラヤ集会 (名 古屋)

インド●ヒマラヤ集会 (大 阪)

インド・ ヒマラヤ集会 (東京)J.シ
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会計決算準備
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―
寸  感

―
今月号では、ネパール登山協会の登山規則と最近

のブータン王国の トレッキング事情について特集し

てみました。大きな組織力でなければできなかった

頃から比べれば、ネパールヒマラヤも身近かになっ

たものです。東部ヒマラヤのブータンが、徐々にでは

あっても、開放されつつあるのも喜ばしいものです。

NMAの登山規則では、環境の保護について訳っ

ていますが、最近、インド,パキスタン,ア ラスカ

でも山のゴミについての話を耳にします。雄大なヒ

マラヤでゴミの話とは何となく世知辛い感じもしま

すが、自然 (環境)の 保護には常日頃から心掛ける
べきことではないでしょうか。      (I)

原 稿 募 集 ‐ゆゆ‐ゆゆゆ
…■

ヒマラヤ (中央アジア含む )の各地域の社会情勢・現地事情 (入山事情 )の変化、日本を含

む各国登山隊の動勢、その他気のついた事をお知らせ下さい。ニュスソースも併記して下さい。

紀  行  遠征、 トレッキング、旅 etc・…・・。

ヒマラヤ及びシルクロー ドに関する地域なら何でも結構です。
マt記

録 "ではなく
tt紀

行 "と してお気軽に

御投稿下さい。 400字詰原稿用紙 6～ 8枚程度、横書きでお願いします。

日本からヒマラヤから  ヒマラヤ等に出かけた際の印象、現地からの便 り、ヒマラヤに関して日頃思っ

ていること何でも結構です。「 ヒマラヤ」編集部やHAJに対する提言などもお寄せ下さい。

またヒマラマ地域へ出かけられる方、ハガキで結構ですから御一報下さい。

★ 投稿は会員、非会員を問いません。採用分には掲載誌を贈呈致します。

§
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ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

(1'等
ι

。新宿登山本店  〒160東 京都新宿区百人町 2 2 3● 03(208)6601代

●新宿西日店  〒160東 京都新宿区西新宿 1 16 7803(346)0301

0水道橋 ハー トキア ン ヨ ンフ .〒 101東 京都千代田区三崎町 2-8--14803.264.5575

0水道橋 ソフ トウ エア ンヨ ンブ |〒 101東京都千代田区三崎町 2-8 6● 03126418901

0大宮店 ′〒330埼 玉県大宮市宮町 2-12380486(41,5707

●高崎店 ・〒370群 馬県高崎市新町 10580273(27′ 239フ

0 1CI通 販部  〒160東 京都新宿区大久保 2-19-10東 和 ヒル内●03(2oo,7219
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ヒマラマとアルプスヘの登山は、名古屋の科井(HAJ会 員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7-35ホ テルニューナコヤ 747号室 〒450● (052)583-0747

二:戸ロイコダ弓1″
世界の40都市 をネッ トする

東 京0千代田区有楽町日比谷パークビル  〒10(B(03)214イ 631

横 浜0中区常磐1-2関 内日本ビル    〒231● (045)651■ 874

大 阪。東区備後町松豊ビル        〒yl● (06)264-1781

神 戸0葺合区布引2-1‐ 3新布引ビル   〒651● 078)222-1919

福・岡0博多区博多駅前1-321八 重州ビル 〒812● (092)471イ 172
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